
裏面も必ずお読みください。

慢性疼痛で

を服用される方へ

このおくすりは、非オピオイド鎮痛剤で治療困難な慢性的な痛みにおける
鎮痛を目的に用いられます。

● 以前におくすりを服用してかゆみ、発疹などのアレルギー症状があらわれた
ことがある方。

● アルコール・睡眠剤・鎮痛剤・オピオイド鎮痛剤または向精神薬による
急性中毒のある方。

● モノアミン酸化酵素阻害剤（MAO阻害薬）を服用している方。
● 症状が十分にコントロールできていないてんかんのある方。
● 妊娠または妊娠している可能性がある方、または授乳中の方。
● 他のおくすりを服用している方（作用を強めたり、弱めたりする可能性が
あります）。

● 12歳未満の小児の方。

脳内への痛みの伝達を抑え、
痛みをやわらげるおくすりです。

次のような方は服用する前に必ず
医師または薬剤師にご相談ください。
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症状

施設名

□ 冷汗、めまい、顔面蒼白、手足が冷たくなる
□ 全身のかゆみ、蕁麻疹、喉のかゆみ、ふらつき、動悸、息苦しさ
□ 呼吸回数が減る、呼吸が浅くなる
□ 顔や足の筋肉がピクピクする、一時的にボーっとする、
　 意識の低下、手足の筋肉が硬直しガクガクと震える
□ あるおくすりを服用したいという強い思いがコントロールができない
□ 手足の震え、発汗、幻覚、不眠
□ 意識の消失

このおくすりを服用するときには以下のことに注意してください。

次のような症状があらわれたときは、すぐに服用を中止し、
医師または薬剤師にご相談ください。

● 医師または薬剤師に指示された服用方法にしたがって、服用してください。
● このおくすりは、舌の上にのせ、だ液で湿らせて軽くつぶし、水なしで服用する
ことができます。また、コップ1杯程度の水またはぬるま湯でも服用すること
ができます。寝たままの状態では、水なしで服用しないでください。

● 服用を忘れた場合には、気が付いたときにできるだけ早く服用してください。
だだし、次の服用時間が近い場合は、1回分飛ばしてください。絶対に2回分
を一度に服用しないでください。

● 眠気、めまい、意識消失が起こることがあるので、自動車の運転など危険
を伴う機械の操作は行わないでください。

● 吐き気、嘔吐、便秘、食欲減退などの症状があらわれる事があります。
● 飲酒によりこのおくすりの作用や副作用が強まることがあるので、服用中
の飲酒は控えてください。

● 誤って多く服用した場合は医師または薬剤師に相談してください。
● 医師の指示なしに、自分の判断で服用を止めないでください。

※上記以外でも気になる症状があらわれた場合は、すぐに医師または薬剤師
に相談してください。


